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令和５年度全国学力・学習状況調査結果速報報告 

 
 6 年生を対象に、令和５年（202３年）４月１８日（火）に行われた「全国学力・
学習状況調査」について、本校の結果等をお知らせいたします。なおこの調査で測定
できるのは、学力の特定の一部分であり、学校における教育活動の一つの側面です。 
 

１．児童に対する調査 
 （１）学力に関する調査 
 ＜全国学力・学習状況調査＞ 

      〔国語・算数〕それぞれ４５分 

   ①身につけておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生 
   活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知 
   識・技能等 

   ②知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のため 
   の構想を立て実践し評価・改善する力等にかかわる内容 
   上記①と②を一体的に問う 
 
 （２）学習状況に関する調査（児童質問紙） 
    小学校第６学年の児童対象の、学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側 
   面等に関する質問紙調査。 
 
２．調査結果について   

学力に関する調査結果について                     
   ＜全国学力・学習状況調査＞ 
国語に関しては、全国平均と兵庫県平均を上回る正答率でした。ただ、要旨をとらえな

がら条件にあわせて記述する問題や、本文の言葉や資料から、主旨に合った意見文を書く
問題などに課題が見られました。 
算数に関しても、全国平均と兵庫県平均を上回る正答率でした。ただ、「面積」の公式

の意味を理解し、説明する問題や「割合」の本質的な意味を問う問題、言葉や数字を使っ
て解き方を説明する問題などに課題が見られました。 
 本調査では、普段のテストで出題されるような問題とは異なり「知識」のみでなく、
様々な知識を活用して自ら課題解決を図れることを問われる知識活用型の問題が多く
出題されていました。今後、このような問題に対応できるような力を、更に伸ばして
いきたいと考えています。 
 

学習状況に関する調査結果について 
① 「自分にはよいところがあると思う」と回答した児童は、８１．６％と全国平均

（８３．５％）をやや下回っていますが、「将来の夢や目標を持っている」と回
答した児童は８２．６％で全国平均（８１．５％）を少し上回っています。 

② 「普段の学習時間が２時間以上」と回答した児童は５１．３％と全国平均（５７．
１％）を下回り、「家で、自分で計画を立てて勉強している」と回答した児童は
５７．８％で、全国平均（７０．７％）を大きく下回りました。 

③ 「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる」と
回答した児童は、６９．８％で、全国平均（６８．５％）をやや上回ってはいま
すが、さらに上げていく必要があると考えています。また、「人の役に立つ人間
になりたいと思う」と回答した児童は、９５．４％で全国平均（９５．９％）と
ほぼ同様の割合でした。 



④ 「読書が好き」と回答した児童は７３．４％で全国平均（７１．８％）をやや上
回り、普段の読書時間は、１日に３０分以上読書をしている割合が４５．９％で
全国平均（３７．３％）を大きく上回っています。 

⑤ 「国語の勉強が好き。」という質問について肯定的な回答が６８．８％で、全国
平均（６１．５％）を上回り、「算数の勉強が好き」という質問に肯定的な回答
が６４．２％で、全国平均（６１．４％）を上回っています。「英語の勉強が好
き」という質問について肯定的な回答が７９．８％で全国平均（６９．３％）を
大きく上回っています。 

 

今後の取り組みについて 
（基礎・基本の徹底と授業改善） 
・朝学習（読書・視写・漢字・計算・スピーチ）に取り組みます。 
・つまずきやすい内容の確実な習得を図るために繰り返し学習を充実させます。 
・文章を再考したり見直しをしたりする習慣をつけていきます。 
・反復練習のためのプリントを作成・活用し、基本事項の習得に役立てます。 
・継続的に本読みに取り組ませ、理解につながる読みの力をつけていきます。 
・子どもたちに身につけさせたい力を明確にし、「ねらい」の提示や「振り返り」の
活動を工夫していきます。 

・授業研究を推進し、子どもたちが主体的に学習に取り組む授業の実現のため研修会
を積極的に行います。 

・学習内容をよく理解し、より豊かな学びにしていくために、効果的なタブレット端 
末の活用方法を研究していきます。 

（思考力・判断力・表現力の育成） 
・教材の本文を大切にした読みに取り組ませます。 
・様々な教科、場面でスピーチの活動に取り組みます。 
・思考を深めるために、効果的にペア・グループ活動を取り入れていきます。 
・「話す力」向上に向け、系統的に言語活動に取り組みます。 
・自他の意見を比べられるような場面設定を行い「聞く力」をつけていきます。 
・文章構成を意識させ、趣旨を読み取る力をつけていきます。 
・様々な機会をとらえ、要約文や意見文を書くことに取り組んでいきます。 
・知識、技能を活用する学習（観察・実験やレポート作成、論述など）を充実させて
いきます。 

・「自分の考えが相手にしっかりと伝わるように書く」活動に取り組んでいきます。 
・子どもたちのつぶやきを大切にし、一人ひとりの疑問を課題設定に取り入れるよう
な授業づくりを進めます。 

（読書活動の推進） 
・「読書の記録」を活用し、子どもたちの読書量が増えるような工夫をしていきます。 
・読み聞かせの機会を増やします。 
・子どもたちのニーズを把握した上で、図書館の本を充実させていきます。 
（新学習システム等の活用） 
・「新学習システム」を有効に活用し、少人数指導や同室複数指導を実施します。 
・兵庫型教科担任制を実施し、複数の教員が児童の指導に関わるとともに、専門性を
活かして指導を充実させます。 

・土曜学習（３・４年生対象）を実施し、学習習慣と学習意欲の向上に努めます。 
・中学校と情報交換し、中学校ブロックでの学力向上に努めます。 
（自尊感情を高めるために） 
・様々な行事などを通して達成感を味わわせられるような取り組みを工夫します。 
・キャリア教育を充実させ、将来の夢や目標について前向きに考えられるような機会
を設定していきます。 

・家庭や地域と連携しながら、子供たちの自己肯定感が高まるような学級作り、学校
作りを目指します。 

・教師と子ども、子どもと子どもが温かい人間関係を築くために、特別の教科道徳の
時間を要として、道徳教育を推進します。 


